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平成 23 年 3 月 8日 

企業会計基準委員会 御中 

 

セコム株式会社 

財務本部 

 

論点整理「リース会計に関する論点の整理」に対するコメント 

 

平成 22 年 12 月 27 日に公表された「リース会計に関する論点の整理」について、下記

の通りコメントを提出いたします。 

 

記 
 
本論点整理では、ファイナンス・リース取引かオペレーティング・リース取引かにか

かわらず、リース取引から生じる資産と負債を計上するとしていますが、多様な取引形

態がある中、同一の会計処理モデルを適用することは適切でないと考えます。 

 
リース期間更新オプションの発生確率を見積もることにより、契約期間以上の負債を認

識することは結果として不正確になる可能性が高く、経営環境が急速に変化する時代にお

いて、契約時点で先々までの高精度な見積もりを行うことは困難であります。契約期間延

長が確定した段階で「確定した債務」を認識することが適切と思われます。 
 

さらに、事務処理・会計処理にかかる実務的負担を考慮すると、財務諸表に大きな影響を

与えない短期・少額のリース取引については、現行のリース会計基準と同様のオフバラン

ス処理の適用継続を希望します。 
 

以上 
 
 
 
 
 
 


